
　チャンピオン・オーバーオールズはサンフランシスコのA・B・エルフェルト社が初期に製造していたブランドだ。このブランドはリー
バイ・ストラウス社が特許を取得したリベット留めオーバーオールに対する同社の答えだった。A・B・エルフェルト社は、同じくチャン
ピオンの名前で改良型オーバーオールを商標登録していたロドモンド・ギボンズから特許を譲り受けたのだ。1876年、同社はチャンピオン
ブランドのオーバーオールの製造を開始し、西部全土で販売した。これらのパンツの製造期間はそれほど長くなかったと思われる。という
のは同社は1880年に別の改良型オーバーオールの特許を獲得しているからだ。サンフランシスコ支社（ニューヨークとポートランド州オレ
ゴンにも姉妹会社があった）は1884年経営者のアルフレッド・エルフェルトの死去を受けて閉鎖された。特許を取った2種類のデザインの
オーバーオールが早々に打ち切られたことをうかがわせる証拠はほかにもある。よりシンプルな改良型オーバーオールデザインが発売され
たことだ。パイオニアというブランドネームのダーツステッチ・オーバーオールがそれで、これは同社が製造費の安い改良型オーバーオー
ルに変更したことを物語るのかもしれない。チャンピオン・オーバーオールは西海岸のオーバーオールブランドの中で最古かつもっとも短
命のブランドだった可能性がある。

チャンピオン・オーバーオールズ
A・B・エルフェルト社
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1870年代のリーバイス
左の写真から順に、リーバイスのオーバーオールの断片。素材は軽量デニム。特許番号の刻印はリベットの裏側のみにあり、リベットの表
側は刻印されていない。1883年頃以前の特徴である手縫いのボタン穴。下の2枚の写真はごく初期のリーバイス・オーバーオール（右ペー
ジ）の断片についていたリベットの裏側と表側。裏側にはエンボスはなく、表側には刻印されたレタリングもない。
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上の写真はごく初期のリーバイス・オーバーオールの断片。リベットはブランクリベット。下の写真は同じダック・
オーバーオールのサスペンダーボタンのクローズアップ。“Levi Strauss & Co.”とエンボスされている。
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